
～
高
田
舞
の
芸
能
～
」

講
師
　
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
　
築
地
昭
二
さ
ん

日
時
　
10
月
２
日
（
日
）

　
　
　
13
：
30
～
15
：
30

会
場
　
歴
史
民
俗
博
物
館

定
員
　
60
名
（
要
申
込
）

参
加
費
　
無
料

第
２
回 

市
民
公
開
講
座

最
期
ま
で
“
笑
顔
”
で
生

き
抜
く
〜
と
も
に
暮
ら
そ
う

住
み
慣
れ
た
こ
の
ま
ち
で
〜

Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院 

地
域
医
療
連
携
室
☎
42
‐
０
６
３
６

日
時
　
10
月
22
日
（
土
）

　
開
場
12
：
30
　
開
演
13
：
15

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

青
少
年
育
成
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
開
催人

権
多
文
化
共
生
推
進
課

☎
42
‐
５
６
３
０

日
時
　
10
月
15
日
（
土
）

　
　
　
13
：
30
～
16
：
30

会
場
　
美
土
里
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
な
び

内 

容
①
心
が
ほ
っ
と
す
る
標
語
表
彰
式

②
ス
ピ
ー
チ
交
流

郷
野
小
・
根
野
小
・
甲
田
中
・
向
原
中

③
講
演
１

「
子
ど
も
の
心
に
届
く
言
葉
、
届

か
な
い
言
葉
」
～
や
る
気
と
能
力

を
引
き
出
す
教
育
コ
ー
チ
ン
グ
～

講
師
　
日
本
青
少
年
育
成
協
会
　

小
山
英
樹
さ
ん

④
講
演
２

「
タ
バ
コ
の
害
か
ら
子
ど
も
を
守

ろ
う
」
～
タ
バ
コ
の
害
の
こ
と
本

当
に
知
っ
て
い
ま
す
か
～

講
師
　
Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院
　
内

科
医
　
山
田
貴
弘
さ
ん

参
加
費
　
無
料
　

そ
の
他
　
託
児
あ
り

◎
当
日
は
美
味
し
い
ア
イ
ス
や

ク
ッ
キ
ー
を
取
り
揃
え
た
バ
ザ
ー

も
あ
り
ま
す
。

歴
史
民
俗
博
物
館
公
開
講
座

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
42
‐
０
０
７
０

第
４
回
「
神
楽
の
魅
力
を
探
る
　

●
特
別
講
演

「
平
穏
死
」
穏
や
か
な
最
期
を
迎

え
る
為
に

講
師
　
世
田
谷
区
立
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
医
師
　
石
飛
幸
三
さ
ん

北
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
☎
42
‐
１
１
３
６

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い

て
、
平
成
28
年
12
月
２
日
任
期
満

了
に
よ
る
北
財
産
区
議
会
議
員
一

般
選
挙
を
執
行
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

告
示
日
　
11
月
22
日
（
火
）

投
・
開
票
日
　
11
月
27
日
（
日
）

選
挙
す
る
議
員
の
数
　
12
人

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

発
売

（
公
財
）
広
島
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
８
２
‐
２
２
３
‐
６
５
４
５

●
「
運
も
脂
も
の
っ
て
る
季
節
、　

今
年
も
お
い
し
い
秋
が
来
る
！
　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
」

　
１
等
　
３
億
円

　
前
後
賞
　
各
１
億
円

●
「
今
年
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
は
、
２
等
１
０
０
０
万

円
が
１
４
０
本
！
」（
発
売
総
額

４
２
０
億
円
・
14 

ユ
ニ
ッ
ト
の

場
合
）

発
売
期
間
　
９
月
26
日
（
月
）
か

ら
10
月
14
日
（
金
）
ま
で

抽
せ
ん
日
　
10
月
21
日
（
金
）

発
売
金
額
　
１
枚
　
３
０
０
円

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対

策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当
と
特
別
障

害
者
手
当

社
会
福
祉
課
☎
42-

５
６
１
５

　
重
度
の
障
害
の
た
め
介
護
が
必

要
な
在
宅
の
方
に
手
当
を
支
給
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
障
害
の
程

度
、
所
得
制
限
な
ど
の
支
給
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

催

　し

＜ FAX ＞

　総務部・企画振興部 42-4376

　市民部 42-2130　福祉保健部 42-2130

　産業振興部 42-1003

　建設部 47-1206

　教育委員会 42-4396　議会事務局 47-0250

　消防本部・消防署 47-1191

福

　祉
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八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

○
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
　
20
歳
未
満
の
障
害
児
で
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
方

支
給
額
　
月
額
１
４
，
６
０
０
円

（
平
成
28
年
10
月
現
在
）

支
給
月
　
原
則
と
し
て
、
５
月
、

８
月
、
11
月
、
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ

の
前
月
分
ま
で
を
支
給
し
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当

対
象
　
20
歳
以
上
の
障
害
者
で
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
方

支
給
額
　
月
額
２
６
，
８
３
０
円

（
平
成
28
年
10
月
現
在
）

支
給
月
　
原
則
と
し
て
、
５
月
、

８
月
、
11
月
、
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ

の
前
月
分
ま
で
を
支
給
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る
付
加
年
金

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
３
１
０
７

付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

「
付
加
保
険
料
　
月
額
４
０
０
円
」

　
付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０
円

×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」
の

式
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る

と
、
納
付
し
た
付
加
保
険
料
と
同
額

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
2
年
間
で
元

金
が
か
え
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ

れ
は
、
付
加
保
険
料
を
10
年
納
め
た

方
、
40
年
納
め
た
方
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
公
的
年
金
を

損
得
勘
定
で
考
え
る
の
に
は
一
部

の
ご
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
え
て

言
え
ば
、
こ
の
厳
し
い
「
超
低
金
利

時
代
」
に
あ
っ
て
は
、
朗
報
と
言
え

る
制
度
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
付

加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
あ
わ

せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。

た
だ
し
、
物
価
の
上
下
に
対
応
し

た
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度
」（
増
額

や
減
額
）
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
、
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と

い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
た
め
、
繰

上
げ
支
給
ま
た
は
繰
下
げ
支
給
を

し
た
と
き
に
は
、
本
体
の
老
齢
基
礎

年
金
と
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た
は

増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
付
加
保
険
料
を
納
め
る
際
の
留
意
点

　
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方

は
、次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
の
方
に
限

ら
れ
ま
す
。

②
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を

含
め
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ

て
い
る
方
は
付
加
保
険
料
を

納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な

ど
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入

者
の
方
も
付
加
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

●
納
付
を
や
め
て
も
掛
け
捨
て
に

な
り
ま
せ
ん

　
納
付
期
限
は
翌
月
末
日（
休
日
・

祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）で
す
。

付
加
保
険
料
の
手
続
き
と
相
談
先

は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
国

民
年
金
の
窓
口
ま
た
は
住
所
地
を

管
轄
す
る
年
金
事
務
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し

て
い
る
方
は
、
い
つ
で
も
任
意
の

と
き
に
申
し
出
て
、
そ
の
納
付
を

や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

の
場
合
で
も
掛
け
捨
て
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
話
が
聞
き
た
い
方
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０
）

ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
学
校
3
年
生
〜
高
校
生
の
た

め
の
冬
休
み
海
外
研
修
交
流
事

業
　
参
加
者
募
集

公
益
財
団
法
人 

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

　
公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
５
コ
ー
ス
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
海
外

生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、

国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
参
加
の

方
や
、
は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ

る
方
が
７
割
以
上
で
す
。
事
前
研

修
で
は
仲
間
づ
く
り
か
ら
サ
ポ
ー

ト
い
た
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク
リ
ス

マ
ス
体
験
・
英
語
研
修
・
文
化
交

流
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動
等

※
コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
を
お

選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

研
修
国
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ

ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

カ
ン
ボ
ジ
ア

日
程
　
12
月
24
日
（
土
）
～
１
月

４
日
（
水
）
の
内
６
～
10
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

対
象
　
小
３
～
高
３
の
方
ま
で

※
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が
異

な
り
ま
す
。

定
員
　
各
グ
ル
ー
プ
15
名

参
加
費
　
23
．
８
～
42
．
５
万
円

申
込
締
切
　
11
月
２
日
（
水
）
先

着
順
（
10
月
26
日
ま
で
に
お
申
し

込
み
の
方
は
、
早
期
割
引
１
万
円
）

お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
　
国
際
青
少
年
研

修
協
会
（
〒
１
４
１
‐
０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
‐
15

‐
４
　
第
三
花
田
ビ
ル
４
Ｆ
）

☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

Ｆ
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
４

Ｕ
Ｒ
Ｌhttp://w

w
w
.kskk.or.jp

募

　集

年

　金

　ご存知ですか？労働委員会　　～雇用のトラブル　まず相談～
　労働条件の引き下げ，配置転換，解雇などをめぐるトラブル
　広島県労働委員会では，公益委員，労働者委員，使用者委員の三者
構成による「あっせん」で，話合いにより事業主と労働組合・労働者
個人との紛争の円満な解決をお手伝いします。
　ご利用は無料，秘密は厳守ですので，お気軽にご相談ください。
　広島県労働委員会事務局（県庁東館 7階）　
　労働トラブル解決支援相談電話082-513-5162
　http://www.work2.pref.hiroshima.jp/roui/
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